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図2．オーストラリア冬穀物生産量及び降雨量推移

図3．オーストラリア大麦生産量・輸出量

表．オーストラリアWagyuの定義

写真．SBF CENTER BUILDING
（全農シンガポール事務所／全農インターナショナルアジア（株））

カテゴリー

フルブラッド
和牛

和牛遺伝子の
割合

100%

定 義

日本の和牛を祖先にもつフル
ブラッド和牛であり、祖先に他
品種と交配の形跡がないもの

ピュアブレッド
和牛F4 ＞93% 和牛遺伝子の割合が

93％を超えるもの

クロスブレッド
和牛F3 ＞87% 同87％を超えるもの

クロスブレッド
和牛F2 ≧75% 同75％以上のもの

クロスブレッド
和牛F1 ≧50% 同50％以上のもの

西オーストラリア州（WA州）大麦圃場
（収穫直前、2019年11月13日撮影）
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穀倉地帯

　

豪
州
で
は
主
に
南
部
沿
岸
部
を
中
心
に
穀
物
が
生
産
さ

れ（
図
１
）、
最
大
の
生
産
を
誇
る
の
は
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア（
Ｗ
Ａ
）州
で
、
生
産
量
の
う
ち
約
４
割
を
占
め
ま
す
。

豪
州
の
穀
物
生
産
の
歴
史
は
干
ば
つ
と
の
戦
い
で
も
あ

り
、
Ｗ
Ａ
州
で
は
４
～
６
月
が
作
付
期
間
、
10
～
12
月
が

収
穫
期
間
に
あ
た
り
ま
す
。
降
雨
状
況
に
よ
り
生
産
量
が

大
き
く
増
減
す
る
事
が
特
徴
で
す（
図
２
）。
灌
漑
設
備
を

備
え
る
農
家
は
な
く
、
天
然
の
降
雨
が
生
産
の
生
命
線
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
分
を
保
持
し
に
く
い
砂
状
の

土
壌
も
多
く
、
同
品
種
を
生
産
し
た
場
合
で
も
他
国
に
比

べ
て
収
量
が
落
ち
る
事
が
懸
念
材
料
で
す
。
例
え
ば
同
じ

大
麦
の
品
種
を
作
付
し
て
も
欧
州
で
は
７
ｔ
／
ha
の
単
収

が
得
ら
れ
る
一
方
、 

Ｗ
Ａ
州
で
は
３
ｔ
／
ha
と
い
う
事
も

あ
り
ま
す（RG

T PLAN
ET

種
、 Seed Force
社
情
報
）。

　

従
っ
て
農
家
は
収
益
向
上
の
た
め
に
大
規
模
化
を
図
る

傾
向
に
あ
り
、
同
州
の
１
農
家
あ
た
り
の
平
均
有
効
耕
作

面
積
は
４
５
０
０
ha
で
す（
北
海
道
の
経
営
耕
地
面
積
平

均
は
29　
ha
）。

　

豪
州
で
は
年
間
約
９
０
０
万
ｔ
の
大
麦
を
生
産
す
る
も

の
の
、
国
内
需
要
は
限
定
的
で
輸
出
用
の
需
要
を
取
り
込

む
事
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
に
飼
料
用
に
加
え
、
近
年
は

麦
芽
用
の
大
麦
需
要
が
旺
盛
な
中
国
向
け
輸
出
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
大
麦
の
６
割
以
上
を
中
国
へ
輸
出
す
る
状
況

で
す（
図
3
）。

　

全
農
は
、
肉
牛
飼
料
に
欠
か
せ
な
い
大
麦
を
は
じ
め
と

し
て
、
小
麦
や
え
ん
麦
な
ど
の
飼
料
原
料
を
安
定
供
給
す

る
た
め
、
同
じ
農
協
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｈ
農
協（
Ｗ
Ａ
州
・

豪
州
最
大
の
農
協
）と
１
９
７
１
年
よ
り
約
50
年
間
に
わ

た
り
連
携
し
て
国
際
農
協
間
取
引
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

豪
州
で
は
広
大
な
牧
草
地
で
の
放
牧
を
中
心
と
し
た
グ

ラ
ス
フ
ェ
ッ
ド
の
牛
が
主
流
で
し
た
が
、
近
年
穀
物
肥
育

牛
の
生
産
が
増
加
傾
向
で
す
。
消
費
も
穀
物
肥
育
牛
を
好

豪
州
飼
料
原
料
情
勢

む
対
日
輸
出
の
み
な
ら
ず
、
豪
州
国
内
や
他
国
向
け
輸
出

も
積
極
的
で
す
。

　

穀
物
肥
育
牛
の
中
で
も
順
調
に
生
産
を
伸
ば
し
て
い
る

の
が
、
豪
州W

ag
yu

で
す
。
豪
州W

ag
yu

協
会
に
よ

れ
ば
、
２
０
１
４
年
に
17
万
頭
だ
っ
たW

ag
yu

の
種
付

け
頭
数
は
18
年
に
は
37
万
頭
ま
で
増
加
し
、
22
年
に
は

76
万
頭
ま
で
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。W

ag
yu

の

定
義
は
、「
和
牛
遺
伝
子
の
割
合
が
50
％
以
上
の
も
の
」

（
表
）で
あ
れ
ば
血
統
登
録
が
可
能
と
い
う
事
な
ど
、
日
本

の
和
牛
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
す
が
、
海
外
市
場
へ

浸
透
し
始
め
て
い
ま
す
。
筆
者
の
居
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
、
豪
州
国
内
の
ス
テ
ー
キ
店
な

ど
で
も
取
り
扱
い
を
目
に
し
ま
す
。

　

豪
州
のW

ag
yu

の
生
産
サ
イ
ク
ル
は
、
日
本
の
農
畜

産
業
振
興
機
構（
a
l
i
c
）が
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

種
雄
牛
を
除
い
て
、
繁
殖
は
主
に
自
然
交
配
で
、
放
牧
に

よ
っ
て
12
～
16
カ
月
齢
ま
で
育
成
。
そ
の
後
肥
育
専
門
農

家（
フ
ィ
ー
ド
ロ
ッ
ト
）に
出
荷
さ
れ
ま
す
。
出
荷
後
は

４
５
０
～
６
０
０
日
間
肥
育
さ
れ
、
Ｆ
１
の
早
い
も
の
で

24
カ
月
齢
、
純
粋
種
の
遅
い
も
の
で
は
32
カ
月
齢
程
度
で

と
畜
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
フ
ィ
ー
ド
ロ
ッ
ト
で
給
与
さ
れ

る
穀
物
は
豪
州
で
主
要
な
生
産
穀
物
に
あ
た
る
大
麦
や
小

麦
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
述
の
通
り
干
ば
つ
の
多
い
豪
州
は
穀
物
生
産
の
出
来

不
出
来
の
幅
が
大
き
く
、
18
・
19
年
度
並
び
に
19
・
20
年
度

の
直
近
２
年
間
は
フ
ィ
ー
ド
ロ
ッ
ト
が
多
く
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ（
Ｎ
Ｓ
Ｗ
）州
並
び
に
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド（
Ｑ
Ｌ
Ｄ
）州
で
地
場
穀
物
が
不
足
す
る
状
況
と

な
り
、
普
段
は
さ
れ
る
事
の
な
い
大
麦
・
小
麦
の
海
上
輸

送
が
Ｗ
Ａ
州
か
ら
10
日
前
後
を
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
に
豪
州
政
府
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す

る
中
国
当
局
の
初
期
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界

保
健
機
関
）に
独
立
的
に
検
証
す
る
作
業
を
求
め
た
事
な

ど
か
ら
、
豪
州
・
中
国
間
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
は
、
５
月
19
日
か
ら
豪
州
産
大
麦
に
80
・
５
％
の
追

加
関
税
を
決
定
。
５
月
下
旬
以
降
に
は
、
豪
州
産
牛
肉
の

対
中
輸
出
シ
ェ
ア
35
％
を
占
め
る
大
手
４
社
か
ら
の
輸
入

を
停
止
し
ま
し
た
。
豪
州
農
業
資
源
経
済
科
学
局

（A
B
A
R
E
S

）は
、
20
年
の
対
中
牛
肉
輸
出
見
通
し
を
前

年
比
30
％
減
に
下
方
修
正
し
、
中
国
一
辺
倒
に
依
存
し
て

き
た
戦
略
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
農
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
／
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ジ
ア（
株
）

圧
倒
的
ス
ケ
ー
ル
の
農
業
大
国

 

豪
州
の
飼
料
原
料
情
勢
と
肉
牛
生
産
情
勢

全
農
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中
心
に
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
日
本
産
農
畜
産
物
の
輸
出
販
売
市
場
の
開
拓
に
加
え
て
、豪
州

の
飼
料
原
料
や
畜
産
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
豪
州
の
飼
料
原
料
と
肉
牛
生
産
の
情
勢
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

豪
州
肉
牛
生
産
情
勢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響全農シンガポール事務所は、2013年11月に東南アジア地域への日本産

農畜産物の輸出の普及及び促進を目的として設立。15年1月にシンガポー
ル現地法人の全農インターナショナルアジア（株）を設立し、シンガポール
市場への農産物販売を強化している。また、17年4月に全農パース事務所
の業務を統合し、豪州の飼料原料調達にかかる業務も管轄する。

広大な穀倉地帯をもつ豪州で
は、西オーストラリア（ＷＡ）州
が、生産量の約４割を占める

図1.穀倉地帯地図
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